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【 は じ め に 】 平 成 3 年 に 開 場 し た 繁 殖 雌 牛 7 0 頭 の A

農 場 は 、 飼 養 管 理 に 係 る 様 々 な 課 題 が あ っ た が 、 昨 年

度 親 会 社 と 合 併 し 、 同 時 に 畜 産 ク ラ ス タ ー 事 業 に よ る

生 産 基 盤 を 強 化 、 関 係 機 関 の 技 術 支 援 に よ る 生 産 性 向

上 対 策 に 取 組 み 、 一 定 成 果 を 認 め た の で 概 要 を 報 告 す

る 。 【 取 組 内 容 】 所 内 及 び 関 係 機 関 に よ る 検 討 会 を 各

4 回 開 催 し 、 課 題 の 洗 い 出 し と 対 策 を 検 討 、 優 秀 な 子

牛 の 安 定 生 産 を 目 的 に 、 ① 飼 育 管 理 内 容 の 確 認 ② 牛 群

栄 養 状 態 調 査 (飼 料 給 与 量 調 査 、代 謝 プ ロ フ ァ イ ル テ ス

ト 、子 牛 の 体 重 体 型 測 定 )③ 飼 養 衛 生 環 境 改 善（ 牛 舎 消

毒 、 群 編 成 変 更 、 育 成 舎 の 増 築 ） ④ 子 牛 生 産 頭 数 の 確

保 (繁 殖 検 診 の 強 化 、 分 娩 ・ 発 情 監 視 機 器 の 導 入 )に 取

組 ん だ 。 【 結 果 】 ① 従 業 員 2 名 体 制 と な り 牛 群 監 視 が

行 き 届 き 、 作 業 効 率 が 飛 躍 的 に 向 上 。 ② ③ 母 牛 ・ 子 牛

と も に タ ン パ ク 給 与 量 不 足 が 確 認 さ れ 給 与 内 容 を 変 更

す る と と も に 、 飼 養 密 度 の 低 下 等 飼 養 衛 生 環 境 改 善 に

よ り 、 子 牛 の 慢 性 疾 病 (真 菌 症 や 下 痢 ・ 肺 炎 )の 診 療 件

数 が 減 少 、 発 育 が 大 幅 に 改 善 し 、 子 牛 せ り 市 で の 評 価

も 良 好 。 ④ 母 牛 は 分 娩 後 の 早 期 繁 殖 検 診 と 発 情 発 見 機

器 に よ り 発 情 の 見 逃 し が 減 り 、 受 胎 率 は 5 7 % か ら 8 9 %

に 向 上 。【 今 後 の 対 応 】関 係 機 関 一 体 と な り 、繁 殖 1 0 0

頭 規 模 に 向 け 、 放 牧 の 活 用 等 に よ り 効 率 的 な 飼 養 衛 生

管 理 を 実 現 し 、 府 域 全 体 の 和 牛 増 頭 に つ な げ て い く 。  


